















































2016 年度 T-Studio 公開講座において、以下の内容で公開講座を実施した。
2016 年 10 月 27 日　Pepper アプリ利用体験講座
2016 年 11 月 10 日　Pepper プログラミング開発体験講座























　アンケート回答者数は 31（のべ 31 名）であり、年齢は 50 代～ 70 代で、男女比は男：女が
2：1程度であり、住まいは多摩市：それ以外で 1：2程度であった。
　「あなたの性格について」、の項目は、内向性・外向性、具体性・抽象性について Pepper の
ふれあいとの相関を検討するためであったが、有意な差は見られなかった。
　また、アプリの使用意思とアプリ開発希望についてクロス集計したところ、アプリの使用意
思について、使用したいと思う方については、アプリの開発希望についても、開発してみたい
と思う割合が多いことがわかった。
　アプリの使用意思については男性・多摩市・（比較的）若い年代が高く、アプリの開発希望
については男性・多摩市が高い結果となった。
図 1　アプリの使用意思とアプリ開発希望について
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ビッグデータを用いた地域特性を生かしたコミュニティー構築のためのロボットの利活用
3．総括
　本研究では、地域の中でコミュニティー構築に資するアプリやサービスの開発を検討するた
めに、サービスを行うための環境のアイディア出し、さらには直接の設計について開発を行っ
た。具体的には、授業、イベント、公開講座等でさまざまな視点での利活用方法を検討すると
ともに、その効果を測定する導入を行った。
　授業ではセンサーばかりでなく、ロボットとしての利点や、AI の利活用による学習につい
てのアイディアについても学生の中から出された。
　イベントでは、Pepper をコミュニケーションの助けとすることができ、日本人と留学生（中
国人）において非言語によるコミュニケーションの一躍をかうことが可能となった。
　また、公開講座後のアンケート調査の結果、男性で多摩市の方については、アプリの使用意
思が高く、開発希望も高いことがわかり、また、アプリの使用意思とアプリの開発希望につい
ては高い相関があることが判明した。
